
◆平成18年度会計別予算の状況 ▲印は減少

国 民 健 康 保 険

老 人 保 健 医 療

財 産 区 財 産

公 共 下 水 道 事 業

パートタイマー等退職金共済

介 護 保 険

一 般 会 計

水 道 事 業 会 計
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別
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当 初 予 算
対前年度
増 減 率

区　分
会 計 名

合 　 　 計

290億7,554万円　　

85億3,238万 7千円

51億4,969万 6千円

14億2,247万 1千円

59億3,137万 8千円

3,569万 3千円
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31億3,238万 9千円
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議 会 を 傍 聴 し ま せ ん か
傍聴手続きは簡単です。気軽に議会事務局（市役所新館3階）までお越しください。
平成18年第2回定例会は、次の予定で開催されます。
開会予定時刻は、いずれも午前10時です。
　本　会　議　6月14日・27日・28日
　常任委員会　6月15日・16日
なお、会議開会の予定時刻30分前までに傍聴希望者が定員を超えた場合は、抽選
になりますので、あらかじめご了承ください。

この議会だよりは再生紙を使用しています。この議会だよりは再生紙を使用しています。
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議
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よ
り
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　平成18年度の市政運営の方針を決める第１回定例会は、

2月23日から3月30日までの36日間にわたり開かれまし

た。

　この定例会では、当初予算など市長から提出された41件

の議案を可決し、請願1件を不採択とし、意見書1件を可決

しました。

　
一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め
と
す

る
８
会
計
の
当
初
予
算
に
つ
い
て

は
、
２
月
23
日
に
開
催
さ
れ
た
第

１
回
定
例
会
の
初
日
の
本
会
議

で
、
各
予
算
の
内
容
の
説
明
を
受

け
、
３
月
８
日
の
本
会
議
で
質
疑

の
後
、
委
員
会
の
所
管
に
し
た
が

い
、
総
務
・
建
設
・
文
教
・
民
生

の
各
常
任
委
員
会
、
議
会
運
営
委

員
会
、
駅
前
等
再
開
発
特
別
委
員

会
に
審
査
を
付
託
し
ま
し
た
。

　
付
託
を
受
け
た
各
委
員
会
は
３

月
10
日
・
13
日
・
14
日
・
15
日
・

16
日
・
27
日
の
６
日
間
で
そ
れ
ぞ

れ
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
３
月
30
日
に
開
催
さ

れ
た
本
会
議
で
、
各
委
員
長
か
ら

審
査
結
果
の
報
告
を
受
け
、
賛

成
、
反
対
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
の
討
論
の
後
、
採
決
を
行
い
、

い
ず
れ
も
可
決
し
ま
し
た
。

　
３
月
30
日
の
本
会
議
で
、
次
の

意
見
書
を
可
決
し
、
国
会
及
び
関

係
行
政
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

○
更
な
る
総
合
的
少
子
化
対
策
を

　
求
め
る
意
見
書
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本
会
議
の
経
過
を
記
録
し
た
会

議
録
、
委
員
会
の
経
過
を
記
録
し

た
委
員
会
記
録
に
つ
い
て
は
、
次

の
施
設
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

市
民
図
書
館
、
鳥
飼
図
書
セ
ン
タ

ー
、
各
公
民
館
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

コ
ー
ナ
ー（
千
里
丘
・
正
雀
・
南
摂

津
）、
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
、

市
役
所
の
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

　
な
お
、
平
成
18
年
第
１
回
定
例

会
の
会
議
録
は
５
月
30
日
ご
ろ
か

ら
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
る
予
定

で
す
。

　
閲
覧
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
窓
口
で
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

　
市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
市
議
会
の
し
く
み
や
傍
聴
の

手
続
き
、
過
去
の
議
会
だ
よ

り
、
議
決
結
果
の
一
覧
、
議
員

名
簿
等
が
ご
覧
に
な
れ
る
ほ

か
、
会
議
録
、
委
員
会
記
録
の

検
索
、
閲
覧
も
で
き
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

本
会
議
・
委
員
会
の

記
録
閲
覧
に
つ
い
て

　
議
会
は
２
月
23
日
の
本
会
議
で
、
子
ど
も
の
安
全
安
心
都
市
宣
言
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
近
年
、
学
校
を
発
生
場
所
と
す
る
犯
罪
の
件
数
が
増
え
て
い
ま
す
。
子
ど
も
が
犠
牲
に
な
る
事
件
の

続
発
を
重
く
受
け
と
め
、
本
市
に
お
い
て
は
、
小
学
校
へ
の
受
付
室
設
置
を
は
じ
め
と
す
る
子
ど
も
を

守
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
が
先
進
的
に
講
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
市
民
・
各
種
団
体
の
皆
さ
ん
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
オ
ー
ル
摂
津
で
さ
ら
に
取
り
組
み
、
子
ど
も
の
安
全
を
確
保
し
、
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
宣
言
を
す
る
も
の
で
す
。
宣
言
文
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
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◇男女共同参画センターの運営
◇子どもの安全安心（都市宣言後の取り組み、地域での安全
確保、パトロール車配置、見まもり隊の充実、市立幼稚
園・保育所の安全）
◇公共施設巡回バス運行の試行
◇業務運営の視点
◇人材育成の基本方針
◇市民の暮らしを守る自治体の役割
◇人間基礎教育と市民参加の市政運営
◇憲法遵守と国民保護計画
◇男女平等の基本施策
◇市民プール再開への基本的な考え方
◇南千里丘まちづくりとコミュニティプラザ複合施設構想
◇摂津市総合計画の改定
◇広域行政の推進
◇財政再建計画と今後の財政見通し
◇公契約条例の制定
◇市制施行40周年記念事業
◇行財政改革第３次実施計画と新アクションプラン
◇総合計画第８次実施計画と大型プロジェクトとの整合性
◇災害対策推進条例の制定と地域防災計画の見直し
◇団塊世代職員の退職手当問題とノウハウの継承
◇企業誘致条例の制定と街づくり
◇洪水ハザードマップの配布と震災ハザードマップの必要性
◇せっつ女性プランの改定
◇自動体外式除細動器の設置

◇家屋被害復旧資金貸付金の償還
◇市営住宅建て替え基本構想
◇阪急正雀駅前地区の整備支援
◇道路の安全性を高める取り組み
◇吹田操車場跡地利用と梅田貨物駅の移転
◇阪急正雀駅及びＪＲ千里丘駅エレベーター設置
◇ＪＲ千里丘ガード拡幅事業
◇ＪＲ千里丘駅周辺の自転車対策

◇就学援助金の扱い
◇こども会への援助と組織充実

３月８日・９日の本会議で６人の議員が会
派を代表して次の項目の代表質問を行いま
した。

会派の構成 ○印は幹事長
議会で決まったこと

　第１回定例会で議決された案件は次のとおりです。
　議決の状況ごとに区分してお知らせします。

件　　　　　　　　　　名 議決結果

全員賛成
○平成18年度水道・財産区財産・パートタイマー等退 可　　決
　職金共済各会計予算
○平成17年度水道・国民健康保険・老人保健医療・介 可　　決
　護保険各会計補正予算
○公平委員会委員・監査委員・固定資産評価員の選任 同　　意
○市道路線認定(新規15路線、変更3路線) 可　　決
○子どもの安全安心都市宣言　　　　　　　　　 可　　決
○文化振興条例の制定　　　　　　　　　　　　 可　　決
○障害者介護給付費等支給審査会の委員の定数等を定 可　　決
　める条例の制定
○災害対策推進条例の制定　　　　　　　　　　 可　　決
○企業誘致条例の制定 可　　決
○一般職の職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改 可　　決
　正

○手数料条例の一部改正　　　　　　　　　　　　　　 可　　決
○乳幼児医療費の助成に関する条例の一部改正　　　 可　　決
○老人医療費の助成に関する条例等の一部改正　　　 可　　決
○ふれあいの里条例等の一部改正　　　　　　　　　　 可　　決
○摂津都市計画下水道事業受益者負担に関する条例の 可　　決
　一部改正
○水道事業の設置等に関する条例の一部改正　　　　　 可　　決
○情報公開条例の一部改正　　　　　　　　　　　　　 可　　決
○一般職の職員の給与に関する条例・水道企業職員の 可　　決
　給与の種類及び基準に関する条例の一部改正
○特別職の職員の給与に関する条例等の一部改正　　　 可　　決
○更なる総合的少子化対策を求める意見書　　　　　　 可　　決
賛成多数
○平成18年度一般・国民健康保険・老人保健医療・公 可　　決
　共下水道・介護保険各会計予算
○平成17年度一般・公共下水道各会計補正予算　　　 可　　決
○国民保護対策本部・緊急対処事態対策本部条例の制 可　　決
　定
○国民保護協議会条例の制定　　　　　　　　　　　　　可　　決
○市営葬儀・葬儀会館条例の一部改正　　　　　　　　 可　　決
○国民健康保険(2件)・介護保険条例の一部改正　　 可　　決
賛成少数
○国民健康保険料の値上げをやめ、減免制度の拡充を 不 採 択
　求める請願

主
な
議
案
等
の
内
容
・
審
議
経
過

第
１
回
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た
主
な
議
案
等
の
内
容
及
び
取

り
扱
い
は
次
の
と
お
り
で
す
。

公
平
委
員
・
監
査
委
員
・
固
定
資

産
評
価
員
の
選
任
に
同
意

総務関係

建設関係

公 明 党 ○ 藤 浦 雅 彦 川 端 福 江
南 野 直 司 本保加津枝
村 上 英 明

市民ネットワーク ○ 木 村 勝 彦 森 西 正
自由民主党・改革 ○ 渡 辺 慎 吾 三 宅 秀 明
　クラブ 嶋野浩 一朗
新 生 ク ラ ブ ○ 森 内 一 蔵 上 村 高 義

野 原 修 山 本 善 信
日 本 共 産 党 ○ 山 本 靖 一 山 崎 雅 数

川 口 純 子 安 藤 薫
野 口 博

民 主 党 ○ 原 田 平 柴 田 繁 勝
三 好 義 治 石 橋 徳 治

自由民主党・改革クラブ

◇小学校統廃合（基本問題、30人学級、児童支援プログラ
ム、校舎改修、校区審議会、通学路の安全、災害時避難
所）
◇学校施設の改善（トイレ改修、耐震補強）
◇「日の丸」「君が代」
◇学童保育の充実
◇学力の向上の取り組み
◇自学自習力育成サポート事業
◇夏休み学校へ行こうプラン推進事業
◇文化振興条例と文化振興計画
◇ロビーコンサートや小学校でのコンサートの実施
◇行きたくてたまらない学校づくり
◇千里丘公民館での図書館蔵書の貸し出し

◇重度心身障害児の在宅ケア
◇国保料の値上げ抑制と減免制度の拡充
◇高齢者福祉施策
◇障害者自立支援法施行に伴う施策
◇商店街振興策と住宅リフォーム助成制度
◇乳幼児医療費助成の拡大と保育所の待機児童解消
◇ごみ減量に向けた取り組みと剪定枝のチップ化利用
◇愛の一声訪問、緊急通報装置の現状
◇総合福祉会館閉館後の対応
◇正雀本町地域における高齢者福祉施設の整備
◇農業祭の今後の取り組み
◇生活保護世帯数の推移と内訳
◇地域福祉の活動計画と拠点整備
◇「ふれあい配食サービス」夕食の安威川以南への拡充
◇介護予防の取り組みと地域包括支援センターの役割
◇高齢者虐待防止ネットワーク
◇市民の健康づくり及びがん検診、基本検診の拡充
◇温暖化対策事業

民生関係

文教関係

　
議
会
は
、
２
月
23
日
の
本
会
議
で
、
公

平
委
員
会
委
員
の
平
井
正
臣
氏
の
任
期
満

了
に
伴
い
、
引
き
続
き
同
氏
を
選
任
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
平
井
　
正
臣
　
氏

　
住
所
＝
正
雀
２
丁
目

　
ま
た
、
監
査
委
員
の
石
川
克
己
氏
の
任

期
満
了
に
伴
い
、
そ
の
後
任
と
し
て
脇
田

俊
弘
氏
の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
脇
田
　
俊
弘
　
氏

　
住
所
＝
千
里
丘
東
１
丁
目

　
そ
し
て
、
固
定
資
産
評
価
員
の
脇
田
俊

弘
氏
の
辞
任
に
伴
い
、
そ
の
後
任
と
し
て

西
村
勝
彦
氏
の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
西
村
　
勝
彦
　
氏

　
住
所
＝
千
里
丘
東
３
丁
目

　
本
条
例
は
、
文
化
振
興
の
理
念
、
市

の
責
務
や
市
民
等
の
役
割
、
市
施
策
の

指
針
を
示
す
も
の
で
、
市
民
・
事
業

者
・
地
域
団
体
・
市
が
力
を
合
わ
せ
て

文
化
振
興
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、

豊
か
で
潤
い
の
あ
る
市
民
生
活
を
実
現

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
本
件
は
、
文
教
常
任
委
員
会
の
審
査

を
経
て
、
３
月
30
日
の
本
会
議
で
可
決

し
ま
し
た
。

　
本
条
例
は
、
災
害
対
策
を
総
合
的
か

つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
、
災
害
対

策
に
関
す
る
基
本
理
念
や
、
市
・
市

民
・
事
業
者
の
責
務
、
市
施
策
の
基
本

と
な
る
事
項
な
ど
を
定
め
る
も
の
で

す
。

　
現
在
の
地
域
防
災
計
画
の
上
位
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
本
条
例
の
制
定
に
よ

り
、
市
民
や
事
業
者
と
の
協
働
に
よ
る

地
域
に
根
ざ
し
た
施
策
の
展
開
が
図
ら

れ
ま
す
。

　
本
件
は
、
総
務
常
任
委
員
会
の
審
査

を
経
て
、
３
月
30
日
の
本
会
議
で
可
決

し
ま
し
た
。

　
改
正
の
主
な
内
容
は
、
出
産
育
児
一

時
金
の
増
額
（
平
成
18
年
10
月
１
日
以

降
の
出
産
か
ら
）
、
保
険
料
賦
課
割
合
の

変
更
及
び
介
護
納
付
金
賦
課
限
度
額
の
改

定（
平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
）、わ
か
り

や
す
い
保
険
料
賦
課
方
式
へ
の
変
更
（
平

成
19
年
４
月
１
日
か
ら
）
な
ど
で
す
。

　
本
件
は
、
民
生
常
任
委
員
会
の
審
査
を

経
て
、
３
月
30
日
の
本
会
議
で
可
決
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
議
会
は
3
月
30
日
の
本
会
議

で
、
次
の
請
願
を
不
採
択
と
決
定
し
ま
し

た
。

　
国
民
健
康
保
険
料
の
値
上
げ
を
や
め
、

　
減
免
制
度
の
拡
充
を
求
め
る
請
願

　
平
成
18
年
2
月
17
日
受
理

請
願
者
　
摂
津
市
民
主
商
工
会
ほ
か
16
団

　
体

請
願
項
目
　
保
険
料
の
値
上
げ
を
し
な
い

　
こ
と
、
全
員
に
正
規
保
険
証
を
交
付
す

　
る
こ
と
、
減
免
規
定
の
拡
充
な
ど
。

　
改
正
の
主
な
内
容
は
、
平
成
18
年

度
か
ら
同
20
年
度
ま
で
の
介
護
保
険

料
の
改
定
な
ど
で
す
。

　
保
険
料
の
区
分
を
５
段
階
か
ら
７

段
階
に
改
め
る
と
と
も
に
、
保
険
料

基
準
額
を
年
額
５
万
２
２
０
０
円

（
改
正
前
３
万
９
３
６
０
円
）
と

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
ご
と
の
保
険

料
を
改
定
す
る
も
の
で
す
。

　
本
件
は
、
民
生
常
任
委
員
会
の
審

査
を
経
て
、
３
月
30
日
の
本
会
議
で

可
決
し
ま
し
た
。

介
護
保
険
条
例
改
正
を
可
決

国
民
健
康
保
険
条
例
改
正
を
可
決

　

請

願

は

不

採

択

文
化
振
興
条
例
を
可
決

災
害
対
策
推
進
条
例
を
可
決


